
２．ではまず最初に符計算の説明をします。

・ アガルと　２０符　付きます。副底（フーテー）といってベースになる基礎符です

・ メンゼンで、”ロンアガリ” すると　１０符　の加符点が付きます（下図左側）

・ ツモアガリすると　２符 の加符点が付きます（下図左側）

（メンゼンでも喰っている場合でも付きます）

・ 牌の組み合わせかたにより、　２～３２符　の加符点が付きます（下図中央）

・ テンパイ時の待ちの形 によって　２符　の加符点がつきます（下図右側）

・ 以上の点数を合計して、端数を　１０符　単位に切り上げます

・ 符の詳細は下図の通り

［例］　４０符１飜ツモ上がり

基礎 ＋ アガリ方 ＋ 組み合わせ ＋ 計

（20） （34） →

ツモ

待ちの形 切り上げ

（2） （8+4） （0） （40）

基礎 ＋

ﾒﾝｾﾞﾝﾛﾝ
１０符

ﾂﾓ

２府

喰いﾛﾝ

０符

２

０
符

符
（１の位を切り上げる）

２符ミンコ４符

４符アンコ８符

８符ﾐﾝｶﾝ１６符

１６符ｱﾝｶﾝ３２符

２～８牌 符 １・９・字牌 ２符

タンキ

ペンチャン

カンチャン

０符

リヤンメン待ち

シャンポン待ち

特例 符が確定しているもの

１．チートイツはツモでもロンでも２５符
２．ピンフツモは２０符（ツモ２符がつかない）
３．喰ったときのピンフ形のアガリは３０符

２符 役牌雀頭 （三元牌・場風・自風）
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